
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

令
和
二
年
度 

第
三
回
役
員
会
を
開
催 

 

 
 
 

      
 

                 
 

        

         

令
和
三
年
三
月
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、

令
和
二
年
度
第
三
回
役
員
会
を
秋
田
市
泉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

進
行
は
鎌
田
副
支
部
長
。
初
め
に
、
鈴
木

支
部
長
か
ら
日
頃
の
支
部
運
営
に
感
謝
す
る

等
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
事
業
の
執
行
状
況 

①
古
道
調

査
の
打
ち
合
わ
せ 

②
支
部
連
絡
会
議
（
オ

ン
ラ
イ
ン
）
③
「
会
報
」
百
十
八
号
の
発
行

等
の
報
告
の
後
、
秋
田
支
部
令
和
三
年
度
通

常
総
会
に
提
案
す
る
案
件
を
協
議
し
た
。 

 

案
件
一 

令
和
二
年
度
の
事
業
報
告
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
の
通
常
総

会
を
は
じ
め
、
春
の
支
部
山
行
や
太
平
山
山

開
き
市
民
登
山
の
中
止
、
そ
れ
に
全
国
支
部

懇
談
会
や
東
北
北
海
道
地
区
集
会
、
晩
餐
会

ま
で
も
中
止
と
な
っ
た
。 

本
会
通
常
総
会
や
支
部
合
同
会
議
、
支
部

連
絡
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
と
移
行
。 

そ
の
中
で
も
、
秋
の
支
部
山
行
「
七
座
山
」
、

公
益
的
事
業
と
し
て
、
山
の
環
境
整
備
県
民

協
働
事
業
、
太
平
山
歩
道
整
備
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
会
報
発
行
は
三
回
。 

 

案
件
二 

令
和
二
年
度
決
算
報
告
を
石
川

会
計
担
当
が
説
明
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業

が
縮
小
さ
れ
た
事
に
よ
る
支
出
減
と
六
十
周

年
記
念
事
業
残
金
が
一
般
会
計
に
繰
入
れ
さ

れ
、
繰
越
金
が
増
と
な
っ
て
い
る
等
を
説
明
。 

 

案
件
三 

令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

は
、
春
秋
の
支
部
山
行
や
公
益
的
事
業
と
し

て
太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
へ
の
協
力
、
太

平
山
歩
道
整
備
等
を
行
う
。 

全
国
支
部
懇
談
会
は
予
定
な
し
。
東
北
・ 

北
海
道
地
区
集
会
は
中
止
、
晩
餐
会
は
未
定
。 

本
会
通
常
総
会
、
支
部
合
同
会
議
、
支
部
連

絡
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
予
定
。 

 
 

会
報
の
発
行
は
四
回
を
予
定
。
支
部
だ
よ

り
は
投
稿
が
全
く
な
く
、
発
行
を
終
了
し
、

投
稿
が
あ
っ
た
場
合
は
内
容
に
よ
り
会
報
で

対
応
す
る
。 

 

本
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業
「
山
岳
古
道

調
査
」
は
、
①
矢
立
峠
②
秋
田
街
道
③
仙
北

街
道
④
矢
島
街
道
⑤
鳥
海
山
古
道
⑥
白
木
峠

を
推
薦
予
定
。 

案
件
四 

令
和
三
年
度
予
算
（
案
）
石
川

会
計
担
当
説
明
。
各
項
目
は
ほ
ぼ
前
年
度
予

算
と
同
額
の
見
積
。
令
和
二
年
度
か
ら
の
繰

越
金
の
内
、
六
十
五
周
年
（
令
和
五
年
）
と

山
岳
古
道
調
査
（
令
和
七
年
ま
で
）
の
支
出

に
つ
い
て
は
役
員
会
で
相
談
す
る
。
予
備
費

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政
を
念
頭
に
丁
寧

に
使
用
し
た
い
等
の
説
明
。 

総
会
に
提
案
す
る
案
件
の
協
議
は
以
上
。 

会
計
監
査
は
四
月
一
日
、
午
前
十
時
か
ら 

泉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
行

う
。 令

和
三
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
終
わ
る
ま
で
集
会
は
避
け
る
べ

き
等
の
意
見
も
あ
り
、
色
々
と
協
議
検
討
し

た
結
果
、
書
面
表
決
で
行
う
こ
と
に
し
た
。 

 出
席
者 

 
佐
藤
和
志 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

 
 
 

 
川
口
廣
志 

石
川
祐
子 

三
浦
眞
六 

 

安
藤
金
栄 
熊
谷
光
子 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 
柴
田 

勧 
 

会 

計 

監 

査 
 

 
 

四
月
一
日 

午
前
十
時
か
ら
泉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
。 

柴
田
、
大
橋
両
会
計
監
事
に
よ
り
、
令
和

二
年
度
の
会
計
監
査
を
実
施
。
関
係
書
類
が

適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 出
席
者 

 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

石
川
祐
子 

 

支
部
長 

鈴
木
裕
子 

 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

   
   

令和３年度通常総会（書面表決）

 

会計監査 
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

令
和
三
年
度
秋
田
支
部
通
常
総
会

書
面
表
決
の
結
果
報
告 

 
令
和
三
年
四
月
十
五
日
、
全
て
の
案
件
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員 

 
 
 
 
 

四
十
九
名 

書
面
表
決
書
提
出 

三
十
八
名 

委
任
者 

 
 
 
 
 

十
一
名
（
書
面
表
決

書
の
提
出
が
な
く
、
全
て
の
案
件
に
賛
成
） 

 

案
件
１ 

令
和
二
年
度
事
業
報
告 

 

 
 

賛
成 

四
十
九 
反
対 

０ 

案
件
２ 

令
和
二
年
度
決
算
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

賛
成 

四
十
九 

反
対 
０ 

案
件
３ 

令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０ 

案
件
４ 

令
和
三
年
度
予
算
（
案
） 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０  

山
岳
古
道
調
査
事
業 

本
会
へ
推
薦 

 

三
月
十
六
日
、
役
員
会
終
了
後
引
き
続
き

事
務
局
会
議
を
開
催
。
本
会
に
推
薦
す
る
古

道
に
つ
い
て
確
認
。
古
道
推
薦
書
は
、
佐
藤

和
志
副
支
部
長
の
依
頼
で
④
矢
島
街
道
と
⑤

鳥
海
山
古
道
は
、
佐
藤
助
雄
会
員
が
記
載
。

②
秋
田
街
道
は
南
八
幡
平
山
岳
会
の
佐
々
木

昭
雄
氏
か
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
て
作
成
。 

①
矢
立
峠
③
仙
北
街
道
⑥
白
木
峠
は
、
諸
資

料
を
参
考
に
し
て
三
浦
昭
男
委
員
が
記
載
。 

三
月
二
十
日
、
本
会
に
青
森
、
岩
手
、
山

形
の
各
支
部
を
跨
ぐ
古
道
に
つ
い
て
は
、
本

会
へ
調
整
を
依
頼
。
ま
た
、
踏
査
に
当
た
っ

て
は
、
本
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
依
頼

す
る
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
旨
を
伝
え
、

送
付
し
た
。 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
和
志 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

支

部

連

絡

会

義 
    

 
 
 
 
 
 
 
 

 

副
支
部
長 

 

鎌 

田 

倫 

夫 
 

 

四
月
十
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
令
和

三
年
度
第
一
回
支
部
連
絡
会
議
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
本
会
の
役

員
、
他
支
部
の
支
部
長
、
事
務
局
長
等
約
六

十
名
。 

司
会
進
行
は
永
田
理
事
。
会
長
挨
拶
に
続

き
、
会
務
報
告
は
、
①
令
和
三
年
度
事
業
計

画
、
②
予
算
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
日
に

内
閣
府
に
提
出
。
総
会
資
料
に
添
付
す
る
。

③
記
念
事
業
委
員
会
報
告
、
④
指
導
者
講
習

会
報
告
⑤
山
岳
保
険
は
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
可

能
。
⑥
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
小
屋
の
情
報
、

コ
ロ
ナ
禍
で
南
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
は
す
べ

て
閉
鎖
中
、
北
ア
ル
プ
ス
も
閉
鎖
の
小
屋
が

多
い
と
の
情
報
な
の
で
、
利
用
す
る
場
合
は

確
認
す
る
こ
と
等
。
⑦
山
岳
基
本
法
に
つ
い

て
。
⑧
そ
の
他
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
イ

ア
委
員
会
か
ら
、
本
会
で
発
行
し
て
い
る
会

報
「
山
」
及
び
「
山
岳
」
は
第
一
号
か
ら
す

べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
等
が
報
告
さ
れ
た
。 

会
長
は
、
山
の
好
き
な
人
々
が
集
ま
っ
て
、

知
的
な
話
し
合
い
の
歴
史
の
あ
る
日
本
山
岳

会
の
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

越
後
支
部
か
ら
は
高
頭
仁
兵
衛
銅
像
の
修

復
工
事
寄
付
金
の
お
礼
が
あ
っ
た
。 

各
支
部
か
ら
の
質
問
で
、
群
馬
支
部
か
ら

ズ
ー
ム
で
の
総
会
の
承
認
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
っ
た
が
、
問
題
は
な
い
と
の
回
答
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
公
益
的
事
業
の
余
剰
金
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。
古
道

調
査
の
質
問
に
つ
い
て
は
。
こ
の
後
に
開
か

れ
る
会
議
で
対
応
す
る
。 

開
催
に
合
わ
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
色
々
と

操
作
し
、
カ
メ
ラ
装
着
が
な
い
私
の
パ
ソ
コ

ン
は
自
分
の
顔
が
映
ら
な
い
が
当
然
で
、
名

前
の
み
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
画
面
を
見
て

い
る
と
他
支
部
の
方
々
が
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

に
苦
労
し
て
い
る
の
が
映
っ
て
い
た
。
殆
ど

の
参
加
者
が
自
宅
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
和

や
か
な
会
議
で
あ
っ
た
。 

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫  

山

岳

古

道

調

査

会

議    
 

古
道
調
査
担
当 

三 

浦 

昭 

男 
 

全
国
山
岳
古
道
会
議
の
第
一
回
の
会
議
が

四
月
十
日
、
十
七
時
三
十
分
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。 

出
席
者
は
、
本
部
十
二
名
、
都
府
県
四
十 

六
名
、
合
計
五
十
八
名
に
て
行
わ
れ
た
。 

開
会
に
当
た
りP

T

リ
ー
ダ
ー
か
ら
挨
拶 

が
あ
り
、
そ
の
要
旨
は
「
古
道
の
調
査
を
ス

タ
ー
ト
し
、
進
め
て
い
き
た
い
」
、
「
現
在
、

全
国
で
重
複
を
除
き
二
百
六
の
古
道
の
推
薦

が
あ
っ
た
」
、
「
第
一
弾
と
し
て
四
月
末
迄
、

支
部
に
一
つ
を
決
め
調
査
を
依
頼
す
る
」
、

「
古
道
の
選
定
は
吉
野
会
長
、
節
田
、
永
田
、

近
藤
の
四
名
で
行
う
」
等
の
説
明
。 

【
会
議
要
旨
】 

一
、
古
道
の
選
定 

 

最
終
的
に
は
百
二
十
、

う
ち
五
十
～
六
十
の
古
道
を
決
め
る
。 

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

調
査
依
頼
す
る
古

道
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
し
、
五
～
六
月

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行
い
進
め
る
。 

三
、
実
地
調
査 

 

調
査
資
料
等
を
基
に
実

地
調
査
を
行
う
。 

四
、
支
部
間
調
整 

 
二
つ
の
支
部
に
跨
る

調
査
に
つ
い
て
は
、
本
部
が
調
整
し
て
い
く
。 

五
、
そ
の
他 

文
献
や
図
書
な
ど
諸
情
報
の

収
集
に
努
め
て
ほ
し
い

。 

【
質
疑
】 

支
部
を
跨
ぐ
古
道
、
地
形
的
条
件
の
厳
し

い
古
道
、
文
化
、
歴
史
、
観
光
等
の
背
景
を

持
つ
古
道
の
実
地
調
査
が
困
難
或
い
は
不
可

能
な
箇
所
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
質
問

が
多
く
出
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
、

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。 

 ※
メ
モ 

全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

三
浦
昭
男                       

六
月
一
日 

秋

田

駒

ケ

岳

山

開

き 
 

秋
田
駒
ケ
岳
山
開
き
行
事
は
、
六
月
一
日 

駒
ヶ
岳
八
合
目
で
、
地
元
関
係
者
の
み
で 

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

例
年
、
岩
手
県
雫
石
町
と
合
同
で
行
わ
れ 

て
い
る
記
念
登
山
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ 

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。 

 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

田
口
善
信 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

 

駒
ケ
岳
マ
イ
カ
ー
規
制
実
施
日 

 

六
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
土
、
日
、 

祝
日 

六
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
の
平
日 

 

 

  

    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
ま
ら
な

い
中
で
の
古
道
調
査
山
行
に
逡
巡
し
て
い
た

が
、
感
染
防
止
ル
ー
ル
遵
守
、
現
地
集
合
・

解
散
す
る
こ
と
で
企
画
し
た
。 

コ
ー
ス
ル
ー
ト
は
道
の
駅
や
た
て
峠
出
発

→

矢
立
遊
歩
道→

古
羽
州
街
道
に
入
り
国

境
・
矢
立
杉→

（
津
軽
）
峠
下
番
所
跡
で
折

り
返
し→

明
治
新
道
の
国
境
越
え→

（
秋
田
）

薬
師
堂
ま
で
で
、
こ
の
道
程
は
約
四
㎞
、
標

高
差
約
一
二
〇
ｍ
で
あ
る
。
帰
路
の
旧
国
道

約
一
㎞
を
加
え
る
と
全
行
程
約
五
㎞
の
山
行

計
画
で
あ
る
。 

六
月
五
日
（
土
）
、
前
日
の
大
雨
も
夜
半
に

止
み
、
穏
や
か
な
薄
曇
り
の
天
気
に
恵
ま
れ

た
。
集
合
場
所
の
道
の
駅
「
や
た
て
峠
」
に

十
七
名
全
員
が
集
合
し
、
支
部
長
か
ら
「
古

道
調
査
山
行
で
す
。
歴
史
の
道
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
」
と
の
挨
拶
後
、
九
時
三
十
分
出
発
。 

道
の
駅
駐
車
場
（
二
五
八
ｍ
）
が
矢
立
遊

歩
道
入
口
で
も
あ
り
、
出
発
し
て
す
ぐ
、
①

「
天
然
す
ぎ
広
場
」
の
樹
齢
二
百
年
以
上
の

天
然
杉
の
薄
暗
い
森
の
中
に
踏
み
入
る
。
や

が
て
植
生
も
広
葉
樹
に
変
わ
り
、
ほ
ぼ
峠
に

差
し
掛
か
る
所
②
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
記
念

碑
」
地
点
。
秋
田
側
か
ら
の
古
羽
州
街
道
の

最
難
関
箇
所
を
登
り
切
っ
た
地
点
で
あ
り
、

一
息
入
れ
た
所
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
古

羽
州
街
道
に
踏
み
入
る
が
、
こ
の
付
近
が
矢

立
峠
の
最
高
地
点
（
三
二
六
ｍ
）
で
も
あ
る
、

こ
の
辺
り
か
ら
道
幅
も
少
し
広
く
な
る
。 

③
「
吉
田
松
陰
漢
詩
碑
」
地
点
、
す
ぐ
尾
根

筋
の
丁
字
路
に
な
る
が
、
津
軽
と
の
国
境
（
県

境
）
で
あ
る
。
東
に
折
れ
進
む
が
、
津
軽
側

は
急
崖
に
な
っ
て
お
り
津
軽
側
の
山
並
み
も 

 

見
え
て 

  も
見
え
て
く
る
。 

④
「
一
里
塚
跡
」
地
点
、
江
戸
日
本
橋
か
ら

百
七
十
六
里
と
記
載
あ
り
。
⑤
「
国
境
・
矢

立
杉
跡
」
地
点
、
国
境
を
定
め
た
と
い
う
ゆ

か
り
の
杉
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
今
は
三
代
目

の
杉
が
高
さ
四
ｍ
位
に
育
っ
て
い
た
。 

こ
こ
か
ら
津
軽
入
り
、
下
り
の
径
、
見
返

り
坂
を
下
る
と
明
治
新
道
と
合
流
し
道
も
広

く
な
る
。 

Ⓟ
「
峠
下
番
所
跡
」
地
点
で
休
憩
。
古
羽
州

街
道
、
明
治
新
道
の
起
終
点
で
も
あ
る
（
二

〇
九
ｍ
）
。
こ
こ
で
折
り
返
し
、
明
治
新
道
を

上
る
。
馬
車
道
と
あ
っ
て
道
幅
は
広
く
勾
配

は
緩
や
か
で
林
道
を
歩
い
て
い
る
雰
囲
気
で

あ
る
。
峠
の
す
ぐ
手
前
傍
ら
に
⑦
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
の
記
念
碑
有
り
。
明
治
新
道
の

峠
は
（
二
九
八
ｍ
）
で
あ
る
。
⑧
「
明
治
天

皇
行
幸
碑
跡
」
地
点
、
峠
に
近
い
広
場
で
も

あ
り
、
こ
こ
で
昼
食
休
憩
を
と
る
。
⑨
乗
合

馬
車
開
通
記
念
標
や
⑩
矢
立
橋
跡
を
通
り
、

⑪
薬
師
堂
に
着
く
。
古
羽
州
街
道
と
明
治
新

道
の
起
終
点
で
あ
る
（
二
二
二
ｍ
）
。 

こ
こ
か
ら
旧
国
道
を
歩
き
戻
る
が
、
途
中

に
古
羽
州
街
道
入
口
、
旧
国
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
、

蒸
気
機
関
車
が
三
重
連
で
峠
越
え
し
た
模
様

を
説
明
す
る
石
碑
有
り
、
歴
史
の
道
や
廃
線

と
な
っ
た
鉄
道
の
一
端
に
比
較
的
容
易
に
触

れ
た
り
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
矢

立
峠
な
ら
で
は
と
、
思
っ
た
。 

道
の
駅
「
や
た
て
峠
」
に
全
員
無
事
十
三

時
十
分
到
着
し
、
現
地
解
散
し
た
。 

 

【
注
記
】
○
付
き
数
字
記
号
は
大
館
市
「
矢

立
峠
散
策
マ
ッ
プ
」
の
番
号 

 

貴
重
な
ご
意
見
を
会
員
外
の
方
か
ら
届
い

て
い
る
こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

 

 
 

柳
田
勇
悦 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

川
口
廣
志 

後
藤
浩
二 

藤
田
正
義

三
浦
昭
男 

 

会
員
外 

柳
田
ル
イ
子 

永
田
誠
一 

 

戸
松
好
造 

小
松
芳
美 

熊
谷
律
子 

藤
田
靖 

土
田
芳
子 

八
嶋
厚
子 

 

④
一
里
塚
跡
の
標
柱
に
は
「
江
戸
日
本
橋
か

ら
百
七
十
六
里
」「
秋
田
県
雄
勝
郡
杉
峠
か
ら

六
十
三
里
」
と
記
し
て
あ
る 

②
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
記
念
標
柱 

 

⑨
明
治
天
皇
行
幸
碑
跡 

 

山
岳
古
道
調
査
「
矢
立
峠
」 

 

三 

浦 

昭 

男 

Ⓟ峠下番所跡で集合写真 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

令
和
三
年
度
秋
田
支
部
通
常
総
会

書
面
表
決
の
結
果
報
告 

 

令
和
三
年
四
月
十
五
日
、
全
て
の
案
件
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員 

 
 
 
 
 

四
十
九
名 

書
面
表
決
書
提
出 

三
十
八
名 

委
任
者 

 
 
 
 
 

十
一
名
（
書
面
表
決

書
の
提
出
が
な
く
、
全
て
の
案
件
に
賛
成
） 

 

案
件
１ 

令
和
二
年
度
事
業
報
告 

 

 
 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０ 

案
件
２ 

令
和
二
年
度
決
算
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０ 

案
件
３ 

令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０ 

案
件
４ 

令
和
三
年
度
予
算
（
案
） 

賛
成 

四
十
九 

反
対 

０  

山
岳
古
道
調
査
事
業 

本
会
へ
推
薦 

 

三
月
十
六
日
、
役
員
会
終
了
後
引
き
続
き

事
務
局
会
議
を
開
催
。
本
会
に
推
薦
す
る
古

道
に
つ
い
て
確
認
。
古
道
推
薦
書
は
、
佐
藤

和
志
副
支
部
長
の
依
頼
で
④
矢
島
街
道
と
⑤

鳥
海
山
古
道
は
、
佐
藤
助
雄
会
員
が
記
載
。

②
秋
田
街
道
は
南
八
幡
平
山
岳
会
の
佐
々
木

昭
雄
氏
か
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
て
作
成
。 

①
矢
立
峠
③
仙
北
街
道
⑥
白
木
峠
は
、
諸
資

料
を
参
考
に
し
て
三
浦
昭
男
委
員
が
記
載
。 

三
月
二
十
日
、
本
会
に
青
森
、
岩
手
、
山

形
の
各
支
部
を
跨
ぐ
古
道
に
つ
い
て
は
、
本

会
へ
調
整
を
依
頼
。
ま
た
、
踏
査
に
当
た
っ

て
は
、
本
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
依
頼

す
る
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
旨
を
伝
え
、

送
付
し
た
。 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
和
志 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

支

部

連

絡

会

義 
    

 
 
 
 
 
 
 
 

 

副
支
部
長 

 

鎌 

田 

倫 

夫 
 

 

四
月
十
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
令
和

三
年
度
第
一
回
支
部
連
絡
会
議
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
本
会
の
役

員
、
他
支
部
の
支
部
長
、
事
務
局
長
等
約
六

十
名
。 

司
会
進
行
は
永
田
理
事
。
会
長
挨
拶
に
続

き
、
会
務
報
告
は
、
①
令
和
三
年
度
事
業
計

画
、
②
予
算
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
日
に

内
閣
府
に
提
出
。
総
会
資
料
に
添
付
す
る
。

③
記
念
事
業
委
員
会
報
告
、
④
指
導
者
講
習

会
報
告
⑤
山
岳
保
険
は
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
可

能
。
⑥
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
小
屋
の
情
報
、

コ
ロ
ナ
禍
で
南
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
は
す
べ

て
閉
鎖
中
、
北
ア
ル
プ
ス
も
閉
鎖
の
小
屋
が

多
い
と
の
情
報
な
の
で
、
利
用
す
る
場
合
は

確
認
す
る
こ
と
等
。
⑦
山
岳
基
本
法
に
つ
い

て
。
⑧
そ
の
他
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
イ

ア
委
員
会
か
ら
、
本
会
で
発
行
し
て
い
る
会

報
「
山
」
及
び
「
山
岳
」
は
第
一
号
か
ら
す

べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
等
が
報
告
さ
れ
た
。 

会
長
は
、
山
の
好
き
な
人
々
が
集
ま
っ
て
、

知
的
な
話
し
合
い
の
歴
史
の
あ
る
日
本
山
岳

会
の
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
て
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

越
後
支
部
か
ら
は
高
頭
仁
兵
衛
銅
像
の
修

復
工
事
寄
付
金
の
お
礼
が
あ
っ
た
。 

各
支
部
か
ら
の
質
問
で
、
群
馬
支
部
か
ら

ズ
ー
ム
で
の
総
会
の
承
認
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
っ
た
が
、
問
題
は
な
い
と
の
回
答
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
公
益
的
事
業
の
余
剰
金
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。
古
道

調
査
の
質
問
に
つ
い
て
は
。
こ
の
後
に
開
か

れ
る
会
議
で
対
応
す
る
。 

開
催
に
合
わ
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
色
々
と

操
作
し
、
カ
メ
ラ
装
着
が
な
い
私
の
パ
ソ
コ

ン
は
自
分
の
顔
が
映
ら
な
い
が
当
然
で
、
名

前
の
み
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
画
面
を
見
て

い
る
と
他
支
部
の
方
々
が
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

に
苦
労
し
て
い
る
の
が
映
っ
て
い
た
。
殆
ど

の
参
加
者
が
自
宅
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
和

や
か
な
会
議
で
あ
っ
た
。 

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫  

山

岳

古

道

調

査

会

議    
 

古
道
調
査
担
当 

三 

浦 

昭 

男 
 

全
国
山
岳
古
道
会
議
の
第
一
回
の
会
議
が

四
月
十
日
、
十
七
時
三
十
分
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。 

出
席
者
は
、
本
部
十
二
名
、
都
府
県
四
十 

六
名
、
合
計
五
十
八
名
に
て
行
わ
れ
た
。 

開
会
に
当
た
りP

T

リ
ー
ダ
ー
か
ら
挨
拶 

が
あ
り
、
そ
の
要
旨
は
「
古
道
の
調
査
を
ス

タ
ー
ト
し
、
進
め
て
い
き
た
い
」
、
「
現
在
、

全
国
で
重
複
を
除
き
二
百
六
の
古
道
の
推
薦

が
あ
っ
た
」
、
「
第
一
弾
と
し
て
四
月
末
迄
、

支
部
に
一
つ
を
決
め
調
査
を
依
頼
す
る
」
、

「
古
道
の
選
定
は
吉
野
会
長
、
節
田
、
永
田
、

近
藤
の
四
名
で
行
う
」
等
の
説
明
。 

【
会
議
要
旨
】 

一
、
古
道
の
選
定 

 

最
終
的
に
は
百
二
十
、

う
ち
五
十
～
六
十
の
古
道
を
決
め
る
。 

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

調
査
依
頼
す
る
古

道
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
し
、
五
～
六
月

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行
い
進
め
る
。 

三
、
実
地
調
査 

 

調
査
資
料
等
を
基
に
実

地
調
査
を
行
う
。 

四
、
支
部
間
調
整 

 

二
つ
の
支
部
に
跨
る

調
査
に
つ
い
て
は
、
本
部
が
調
整
し
て
い
く
。 

五
、
そ
の
他 

文
献
や
図
書
な
ど
諸
情
報
の

収
集
に
努
め
て
ほ
し
い

。 

【
質
疑
】 

支
部
を
跨
ぐ
古
道
、
地
形
的
条
件
の
厳
し

い
古
道
、
文
化
、
歴
史
、
観
光
等
の
背
景
を

持
つ
古
道
の
実
地
調
査
が
困
難
或
い
は
不
可

能
な
箇
所
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
質
問

が
多
く
出
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
、

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。 

 ※
メ
モ 

全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

三
浦
昭
男                       

六
月
一
日 

秋

田

駒

ケ

岳

山

開

き 
 

秋
田
駒
ケ
岳
山
開
き
行
事
は
、
六
月
一
日 

駒
ヶ
岳
八
合
目
で
、
地
元
関
係
者
の
み
で 

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

例
年
、
岩
手
県
雫
石
町
と
合
同
で
行
わ
れ 

て
い
る
記
念
登
山
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ 

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。 

 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

田
口
善
信 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

 

駒
ケ
岳
マ
イ
カ
ー
規
制
実
施
日 

 

六
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
土
、
日
、 

祝
日 

六
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
の
平
日 

 

 

  

    
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
ま
ら
な

い
中
で
の
古
道
調
査
山
行
に
逡
巡
し
て
い
た

が
、
感
染
防
止
ル
ー
ル
遵
守
、
現
地
集
合
・

解
散
す
る
こ
と
で
企
画
し
た
。 

コ
ー
ス
ル
ー
ト
は
道
の
駅
や
た
て
峠
出
発

→

矢
立
遊
歩
道→

古
羽
州
街
道
に
入
り
国

境
・
矢
立
杉→

（
津
軽
）
峠
下
番
所
跡
で
折

り
返
し→

明
治
新
道
の
国
境
越
え→

（
秋
田
）

薬
師
堂
ま
で
で
、
こ
の
道
程
は
約
四
㎞
、
標

高
差
約
一
二
〇
ｍ
で
あ
る
。
帰
路
の
旧
国
道

約
一
㎞
を
加
え
る
と
全
行
程
約
五
㎞
の
山
行

計
画
で
あ
る
。 

六
月
五
日
（
土
）
、
前
日
の
大
雨
も
夜
半
に

止
み
、
穏
や
か
な
薄
曇
り
の
天
気
に
恵
ま
れ

た
。
集
合
場
所
の
道
の
駅
「
や
た
て
峠
」
に

十
七
名
全
員
が
集
合
し
、
支
部
長
か
ら
「
古

道
調
査
山
行
で
す
。
歴
史
の
道
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
」
と
の
挨
拶
後
、
九
時
三
十
分
出
発
。 

道
の
駅
駐
車
場
（
二
五
八
ｍ
）
が
矢
立
遊

歩
道
入
口
で
も
あ
り
、
出
発
し
て
す
ぐ
、
①

「
天
然
す
ぎ
広
場
」
の
樹
齢
二
百
年
以
上
の

天
然
杉
の
薄
暗
い
森
の
中
に
踏
み
入
る
。
や

が
て
植
生
も
広
葉
樹
に
変
わ
り
、
ほ
ぼ
峠
に

差
し
掛
か
る
所
②
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
記
念

碑
」
地
点
。
秋
田
側
か
ら
の
古
羽
州
街
道
の

最
難
関
箇
所
を
登
り
切
っ
た
地
点
で
あ
り
、

一
息
入
れ
た
所
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
古

羽
州
街
道
に
踏
み
入
る
が
、
こ
の
付
近
が
矢

立
峠
の
最
高
地
点
（
三
二
六
ｍ
）
で
も
あ
る
、

こ
の
辺
り
か
ら
道
幅
も
少
し
広
く
な
る
。 

③
「
吉
田
松
陰
漢
詩
碑
」
地
点
、
す
ぐ
尾
根

筋
の
丁
字
路
に
な
る
が
、
津
軽
と
の
国
境
（
県

境
）
で
あ
る
。
東
に
折
れ
進
む
が
、
津
軽
側

は
急
崖
に
な
っ
て
お
り
津
軽
側
の
山
並
み
も 

 

見
え
て 

  も
見
え
て
く
る
。 

④
「
一
里
塚
跡
」
地
点
、
江
戸
日
本
橋
か
ら

百
七
十
六
里
と
記
載
あ
り
。
⑤
「
国
境
・
矢

立
杉
跡
」
地
点
、
国
境
を
定
め
た
と
い
う
ゆ

か
り
の
杉
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
今
は
三
代
目

の
杉
が
高
さ
四
ｍ
位
に
育
っ
て
い
た
。 

こ
こ
か
ら
津
軽
入
り
、
下
り
の
径
、
見
返

り
坂
を
下
る
と
明
治
新
道
と
合
流
し
道
も
広

く
な
る
。 

Ⓟ
「
峠
下
番
所
跡
」
地
点
で
休
憩
。
古
羽
州

街
道
、
明
治
新
道
の
起
終
点
で
も
あ
る
（
二

〇
九
ｍ
）
。
こ
こ
で
折
り
返
し
、
明
治
新
道
を

上
る
。
馬
車
道
と
あ
っ
て
道
幅
は
広
く
勾
配

は
緩
や
か
で
林
道
を
歩
い
て
い
る
雰
囲
気
で

あ
る
。
峠
の
す
ぐ
手
前
傍
ら
に
⑦
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
の
記
念
碑
有
り
。
明
治
新
道
の

峠
は
（
二
九
八
ｍ
）
で
あ
る
。
⑧
「
明
治
天

皇
行
幸
碑
跡
」
地
点
、
峠
に
近
い
広
場
で
も

あ
り
、
こ
こ
で
昼
食
休
憩
を
と
る
。
⑨
乗
合

馬
車
開
通
記
念
標
や
⑩
矢
立
橋
跡
を
通
り
、

⑪
薬
師
堂
に
着
く
。
古
羽
州
街
道
と
明
治
新

道
の
起
終
点
で
あ
る
（
二
二
二
ｍ
）
。 

こ
こ
か
ら
旧
国
道
を
歩
き
戻
る
が
、
途
中

に
古
羽
州
街
道
入
口
、
旧
国
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
、

蒸
気
機
関
車
が
三
重
連
で
峠
越
え
し
た
模
様

を
説
明
す
る
石
碑
有
り
、
歴
史
の
道
や
廃
線

と
な
っ
た
鉄
道
の
一
端
に
比
較
的
容
易
に
触

れ
た
り
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
矢

立
峠
な
ら
で
は
と
、
思
っ
た
。 

道
の
駅
「
や
た
て
峠
」
に
全
員
無
事
十
三

時
十
分
到
着
し
、
現
地
解
散
し
た
。 

 

【
注
記
】
○
付
き
数
字
記
号
は
大
館
市
「
矢

立
峠
散
策
マ
ッ
プ
」
の
番
号 

 

貴
重
な
ご
意
見
を
会
員
外
の
方
か
ら
届
い

て
い
る
こ
と
も
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

 

 
 

柳
田
勇
悦 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤
博 

川
口
廣
志 

後
藤
浩
二 

藤
田
正
義

三
浦
昭
男 

 

会
員
外 

柳
田
ル
イ
子 

永
田
誠
一 

 

戸
松
好
造 

小
松
芳
美 

熊
谷
律
子 

藤
田
靖 

土
田
芳
子 

八
嶋
厚
子 

 

④
一
里
塚
跡
の
標
柱
に
は
「
江
戸
日
本
橋
か

ら
百
七
十
六
里
」「
秋
田
県
雄
勝
郡
杉
峠
か
ら

六
十
三
里
」
と
記
し
て
あ
る 

②
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
記
念
標
柱 

 

⑨
明
治
天
皇
行
幸
碑
跡 

 

山
岳
古
道
調
査
「
矢
立
峠
」 

 

三 

浦 

昭 

男 

Ⓟ峠下番所跡で集合写真 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

仁
別
林
道
等 

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ 

 

〇
太
平
山
旭
又
登
山
口
に
通
じ
る
仁
別
林
道

は
、
五
月
十
一
日
か
ら
七
月
下
旬
ま
で
、
改

良
工
事
の
予
定
で
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。 

旭
又
登
山
口
か
ら
登
山
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

秋
田
森
林
管
理
署 

０
１
８-

８
８
２-
２
３
１
１ 

〇
丸
舞
林
道 

（
岩
見
三
内
丸
舞
～
丸
舞
登
山
口
） 

五
月
下
旬
頃
か
ら
八
月
中
旬
頃
ま
で
、
木
材

搬
出
作
業
の
た
め
全
面
通
行
止
め
。 

但
し
、
第
二
・
四
土
曜
日
、
日
曜
日
は
通
行

可
（
休
業
）
。
悪
路
で
す
。 

〇
旭
又
登
山
道
（
弟
子
還
沢
上
部
）
崩
落
個

所
及
び
丸
舞
林
道
木
橋
（
二
本
目
）
流
失
に

伴
う
復
旧
工
事
の
調
査
・
設
計
を
実
施
す
る

予
定(

県)

。 

 

本
会
か
ら
の
メ
ー
ル
要
約 

五
月
一
日 

 

三
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
四
都
府
県
を

対
象
に
発
令
さ
れ
た
。
四
月
二
十
五
日
か
ら

五
月
十
一
日
の
間
、
本
部
の
ル
ー
ム
の
利
用

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
（
五
月
十
一
日
、
五

月
末
日
ま
で
延
期
）
（
五
月
三
十
一
日
、
六

月
二
十
日
ま
で
延
期
） 

・
事
務
局
員
は
、
一
日
二
人
態
勢
と
し
、
交

替
で
勤
務
。 

・
開
室
の
時
間
は
十
三
時
か
ら
二
十
時
。 

土
曜
日
は
閉
室
と
す
る
。 

・
極
力
少
人
数
で
利
用
す
る
。 

・
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
を
考
え
、

入
室
者
に
会
員
番
号
、
氏
名
、
連
絡
先
電
話

番
号
な
ど
を
求
め
る
等
。 

岐
阜
県
、
長
野
県
、
富
山
県
、
山
梨
県
で

は
、
入
山
を
控
え
る
よ
う
に
発
信
し
て
い
る
。

山
小
屋
の
休
業
を
確
認
せ
ず
入
山
し
、
遭
難

に
あ
う
場
合
が
あ
り
得
る
と
の
情
報
を
発
信

し
て
い
る
等
。 

  

会 

務 

報 

告 
 
 
 
 
 
 

 

◎
第
三
回
役
員
会 

三
月
十
六
日 

一
頁
で
報
告 

◎
古
道
調
査
事
業
の
打
ち
合
わ
せ 

三
月
十
六
日 

二
頁
で
報
告  

◎
会
計
監
査 

四
月
一
日 

一
頁
で
報
告 

 
 
 

 

◎
事
務
局
会
議 
 

〇
四
月
一
日
午
後
一
時
か
ら
泉
コ
ミ
セ
ン
会

議
室 

 

・
総
会
資
料
作
成 

・
総
会
資
料
と
名
簿
の
発
送 

〇
四
月
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
泉
コ
ミ
セ

ン
会
議
室 

・
総
会
書
面
表
決
の
結
果
発
送 

〇
五
月
十
日
鈴
木
宅 

・
山
岳
古
道
調
査
山
行
案
内
発
送 

〇
六
月
二
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
泉
コ
ミ
セ

ン
会
議
室 

・
会
報
一
一
九
号
発
送 

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

 
 
 
 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

 

秋
田
県
山
岳
連
盟
総
会 

 

四
月
二
十
五
日 

午
後
一
時
か
ら
イ
ヤ
タ

カ
会
館
で
開
催
。 

秋
田
支
部
関
係
出
席
者 

 

今
野
昌
雄 

高
橋
守 

後
藤
浩
二 

林 

照 

雄 

氏 

逝
く 佐

々
木 

民 

秀 
 

長
い
間
、
秋
田
支
部
と
親
交
の
あ
っ
た
台

湾
岳
人
・
林
照
雄
氏
は
、
長
ら
く
病
気
療
養

中
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
七
月
三
日
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
（
享
年
八
十
一
才
） 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
、
哀
悼
の
誠
を
表

し
ま
す
。 

 

林
氏
は
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
山
岳
協
会

の
元
理
事
と
し
て
遭
難
対
策
等
に
尽
力
。
長

ら
く
高
山
嚮
導
員
と
し
て
、
登
山
活
動
に
専

念
さ
れ
て
き
た
台
湾
き
っ
て
の
岳
人
で
あ
っ

た
。「
台
湾
百
岳
」
を
早
々
と
達
成
さ
れ
、「
第

三
九
番
」
を
拝
命
。「
日
本
百
名
山
」
に
も
精

通
さ
れ
、
八
十
数
座
に
登
頂
さ
れ
て
い
る
。 

秋
田
支
部
の
「
台
湾
五
岳
」
完
登
も
、
林

氏
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
改
め
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

こ
れ
ま
で
数
回
来
秋
さ
れ
て
い
る
が
、
中

で
も
奥
様
と
御
一
緒
に
、
千
秋
公
園
で
桜
満

開
時
の
花
見
を
支
部
有
志
で
共
に
楽
し
ん
だ

こ
と
が
懐
か
し
い
。 

 

二
年
前
、
お
見
舞
い
に
林
氏
の
お
世
話
に

な
っ
た
旧
知
の
岳
友
の
清
瀬
、
桑
田
の
両
氏

と
鈴
木
支
部
長
と
で
台
湾
の
林
氏
宅
を
訪
問

し
た
の
が
最
後
の
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
一
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
岳
人
が
消
え

て
し
ま
っ
た
。
（
合
掌
） 

  
 

     

編 

集 

後 

記 
 

令
和
三
年
度
秋
田
支
部
通
常
総
会
は
書
面

表
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
全
会
員
か
ら
承
認

を
得
、
安
堵
し
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
は
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
。

二
月
末
頃
に
は
全
国
的
に
終
末
が
近
づ
い
た

よ
う
に
思
え
て
い
た
が
、
三
月
末
頃
か
ら
変

異
株
が
猛
威
を
奮
い
、
全
国
的
に
広
が
り
始

め
た
。
テ
レ
ビ
放
映
は
連
日
外
出
禁
止
、
首

都
圏
へ
の
往
来
自
粛
等
ば
か
り
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
早
く
行
わ
れ
、
日
常
生
活
が
戻
る
こ

と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

会
員
の
投
稿
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
た

「
支
部
だ
よ
り
」
は
、
諸
々
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
令
和
二
年
度
に
は
一
件
の
投
稿
も
な

く
、
終
了
と
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
あ
る
。 

会
員
か
ら
の
投
稿
が
あ
れ
ば
会
報
で
対
応
し

た
い
。
会
員
か
ら
の
山
情
報
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
が
、
投
稿
が
無
け
れ
ば
情
報
も
入
ら

な
い
。
そ
れ
と
、
会
報
の
発
行
予
定
が
年
四

回
な
の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
は
発
信
で

き
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。 

お
願
い
し
た
い
の
は
、
登
頂
目
標
を
達
成

し
た
山
々
の
山
行
記
録
や
山
に
対
す
る
想
い
、

登
る
に
あ
た
っ
て
の
参
考
等
寄
稿
し
て
頂
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。 

山
中
で
出
会
っ
た
動
植
物
等
の
写
真
の
投

稿
も
歓
迎
で
す
。 

ま
た
、
刈
り
払
い
の
終
え
た
登
山
道
、
廃

道
に
な
っ
た
歩
道
、
林
道
の
通
行
止
め
や
崩

壊
箇
所
、
整
備
の
終
え
た
林
道
等
の
ご
連
絡
、

ご
投
稿
い
た
だ
け
れ
ば
、
会
報
へ
の
掲
載
や

お
知
ら
せ
等
で
会
員
に
通
知
し
た
い
。 

最
後
に
、
支
部
行
事
が
少
な
く
な
り
、
掲

載
記
事
が
見
つ
か
ら
ず
、
会
報
の
発
行
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

（
編
集
者 

鈴
木
裕
子
） 

2008年 5月 来秋時に 
拙宅にて 


